
現在、高度情報社会の発展、少子化や若者の理系離れにより、理工系・ものづくり人材の不

足が叫ばれ、より理工学の高度な知識・技術をもった人材育成が必要とされています。

そこで本校では、探究学習を柱とした中高6年間のゆとりあるカリキュラムを

提案します。本物の「科学技術」「ものづくり」に触れ、生徒の柔軟な思考や可能性を

広げることで、DXをリードし、グローバルに活躍できる技術者の育成を目指します。

体験活動などを通して、身近な疑問からテーマ

を見つけ、調査・分析・発表までを行う学びで

す。思考力や表現力を育み、社会の変化に対応

できる力の土台をつくります。

2026年開校

AI・IoTやデータサイエンスに触れる授業

を展開します。表計算ソフト等を活用した

データ分析、自動計測器等を用いた観察や

実験、Python等を用いたプログラミング

学習で技術を身に付けます。

・

大学や専門職大学等と連携したコン

ピュータサイエンスや、アプリ・ゲーム制

作への理解を深める探究活動を実践し

学びを深めます。

・

・ ロボットや３Dプリンタなどの豊富な設

備を教材とした授業を行います。

・ 数学、理科、英語等で20人×2クラスの

少人数授業を行います。英語ではグロー

バルプログラムやAI教材を活用して実践

的な学習を行い、4技能５領域の習得を

目指します。

・ 高等学校の教育的資産（企業・大学連携：

あいちT&Eサポーター）を活用したキャリア教

育で、将来のキャリアを見据えた多様な

特別活動の実現を目指します。

「科学技術」「ものづくり」に触れる機会を

通した学びの実践、自分の将来を考える

キャリアプログラムを実施し、3年間で

100の体験を行います。

理工学・情報分野の体験

先端技術を学ぶ校外学習

企業訪問・キャリア学習

地域・文化に触れる体験

■ 

■

■

■   

(例)

地域や科学技術を含む、社会課題に

焦点を当てた探究活動で学びを深めます。
・

ビッグデータの活用による課題発見や

課題解決の道筋構築を学びます。
・

高等学校の科目「課題研究」につながる

内容を、3年間を通して教科横断的に

学習し、理工学・情報等に関する知識や

技術・技能の習得を目指します。

・

数学、理科、英語では少人数授業を行います。・
総合的な学習の時間を1年生で週1時間、2・3年生で週2時間増やし、

体験活動を探究的な学びへとつなげます。
・

各教科において体験的・探究的な要素を組み込み、身に付けた探究スキル

を活用します。
・
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